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入園、進級してから 1 か月がたちました。この期間、新入園児、保護者にとっては、環境の変化に戸惑い

や不安もあったことでしょう。子どもによっては環境の違いで園に慣れるまでに、大泣きの子もいて、この時期

は事務所の職員も総出で保育の応援に入ります。子どもの状況を見ながら、日々確認をとって、保育時間も

保護者に協力していただき、スムーズに園生活が送れるように関係づくりに努めています。母親と別れて 1日

目だったでしょうか。1歳児の TA さんが大泣きのため私も保育の応援に入りました。だっこしても話しかけても

なかなか泣き止みません。そこで、以前の経験から上の子を呼んで泣き止む姿をあったことを思い出し、TA

さんの姉が 4 歳児クラスにいたので、その子を呼んできました。一生懸命あやしていて、さすが姉弟だなと思

ったのですが、泣き止まない弟に、4 歳児自身が不安になり、「お家に帰りたーい」と泣き出してしまいました。

保育って難しい。同じことの成功体験がどの子にも当てはまるとは限らない、そう思いました。翌日 4 歳児の

SI さんにごめんねと謝るとうなずいてくれたので、少しホッとしましたが、自分の取った行動に反省しました。 

良いと思うことが、子どもに伝わらないこともあり、保育の難しさもあり楽しさもあり、だからこそ子どもと関わる

仕事の面白さを日々感じています。 

  園長 岡本 友子 

 

 

保育園だより  １２３号  202１年 5月 ６日 

 せたがや小鳥の森保育園  

理念                                  めざす子ども像 

１、乳幼児期の子どもの最善の利益を守る保育園         １、 心身ともに健康な子ども 

２、親・地域の多様な子育ての要求を受け止め、          ２、 自分の要求を持ち、豊かに表現し  

    助ける保育園                                実現しようとする子ども 

３、すべての子どもたちが健やかに育ち、すべての          ３、 自分を大切にし、仲間を大切にする子ども  

    ものの生命を大切にし、平和な社会をめざす保育園   

             保育目標 

１、 子どもの人格を尊重し、子ども一人ひとりの発達を援助する 

２、 保護者と子育てを共同する 

３、 保育園の社会的役割を果たす                                   



今後の予定 

※７日（金）          加藤先生のわらべうた（乳児） 

※１３日（木）         健康診断（乳児） 

※１８日（火）         引き取り訓練 

※１９日（水）         ４，５才遠足       予備日 ２１日（金） 

※２０日（木）         身体測定 

                 田村先生（食事研究所主宰者）の食事観察指導 

※２９日（土）         ０，１，２才児クラス   ZOOM 懇談会 

 （事前に保護者のメールアドレスに当日の案内を送ります。メールアドレスの登録がまだの方、アドレスが変更にな

った方は、 setagaya@kotorinomori.or.jp   まで、お知らせください） 

 

 

         ５月１８日（火） 引き取り訓練を行います！ 

 

  

  保育園では当日、大きな地震が発生したという設定で避難訓練を行います。保護者には、登録されているアドレス

に訓練の為のメールを送りますので、ご確認下さい。当日は通常通りのお迎えで結構ですが、『保護者がお迎えに来

れなかった場合の引き取り者の確認や代わりの引き取り者がいない場合、交通機関が使えない中、どのくらいの時

間でお迎えに来れるか等』の確認を行います。変更のない在園児の方も訓練の一環になりますので、当日はお子さ

んのお迎えの前に玄関にて確認の対応をさせて頂きます。ご協力お願いいたします。 

 

 

 

                                   

今年度は私たちが保育をす 

すめる上で大事にしている

ことをシリーズにしてお伝

えしていきたいと思います。                           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小鳥の森保育園で大事にしてること  

――PART・1 育児担当保育について―― 

 今年度も新しい子どもたちがたくさん入園してきました。毎年この

時期０才、１才児クラスからは大きな泣き声が聞こえてきます。慣れ

るまではしょうがないと思ってしまいますが、少しでも不安な期間が

短くなるようにと考えています。そこで、お世話をしてくれるお母さ

んの代わりになる存在が毎日同じ人だと、泣かずに寝つけたりその人

がいることで安心して遊べたりします。子どもは（大人も？）一度に

たくさんの人と関係を作るのは難しいですが、一人の大人と信頼関係

が築けると次々に他の大人にも心を開きやすくなります。また、保育

士としても毎日同じ子どもの世話をすることで、そのこどもの特徴を

掴み対応できるので、信頼関係が築きやすくなります。今年度のひよ

こ組の子どもたちも、もうすでにご飯を食べさせてくれる保育士がわ

かり、その保育士が来ると嬉しそうにしたり、たまにお手伝いに入っ

てくれる大人（園長など）には人見知りをして泣く等、もう大人の顔

を認識し区別していてびっくりします。 
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